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生駒南小学校・ 生駒南中学校整備事業 基本設計・ 実施設計業務

㍿ 類設計室

生駒南小学校・ 生駒南中学校整備事業 基本設計・ 実施設計業務

1. コ ンセプト

2. 配置計画

3. 外観デザイ ン

4. 平面計画

5. 内観デザイ ン

6. コ ス ト ・ ス ケジュ ール

資料１



生駒南小学校・ 生駒南中学校整備事業 基本設計・ 実施設計業務

『 一人ひと り が根を張り 、 地域と と も に創る ” 学びの森” 』

１ -1 コ ンセプト

■目指す学校像

[ 基本構想や第三次生駒市教育大綱をも と にし た学校像]

・ 自分に合った居場所を、 自分で選び学べる 【 個別・ 協働の学び】

・ 互いの個性を認め合い、 誰も が等し く 楽し める 【 イ ンク ルーシブ】

・ 多世代と つながり 、 地域と と も に育める 【 地域と と も にある 】

共創ス タ ジオ参加者から の期待

彩る 響き あう 巡り ゆく

・ 人数・ 活動に応じ た多様な居場所

・ 天井高さ 、 広さ など 空間の大小

・ 感性を高める 様々な素材や色彩

・ 地域・ 自然と のつながる 場

・ 緩やかなエリ アの重なり

・ 有機的な環境・ 形態

・ 歩き 回って楽し い空間

・ 屋内外をめぐ り 、 出会う

・ 多世代がま じ わり 継承する

■コ ンセプト

■空間計画のキーワ ード
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生駒南小学校・ 生駒南中学校整備事業 基本設計・ 実施設計業務

1 -2 コ ンセプト

『 一人ひと り が根を張り 、 地域と と も に創る ” 学びの森” 』

Park（ パーク ） =コ ラ ボス ペース

活動： ペア・ グループ学習、 協働作業 など
特徴： 複数人が集う セミ ク ロ ーズの部屋、 ラ ボス ペース 。

グループ机、 可動ホワ イ ト ボード を設置し 、 対話・
製作を中心と し たアク ティ ブな活動が可能。

Nest （ ネス ト ） =フォ ーカス ス ペース

活動： 読書、 映像視聴、 気持ちを落ちつける など
特徴： 子ども ス ケールに合わせた静かで小さ なDENス ペース

多種多様な材料を用いて、 過ごし やすい居場所と する

Cl ass Pod（ ク ラ ス ポッ ド ） =ク ラ ス ス ペース

活動： 課題共有、 振り 返り 学習、 成果発表 など
特徴： 見通し が良く 、 1ク ラ ス が集ま れる 広さ のス ペース 。

床座の学習も 可能。

MEDI A FOREST( メ ディ アフォ レ ス ト )
CREATI VE HALL( ク リ エイ ティ ブホール) =コ モンス ペース

活動： 異学年・ 地域と 交流、 共有、 休憩 など
特徴： 対話や遊びス ペース を設置し 、 仲間と の交流を促す場。

本・ メ ディ ア・ 展示を通じ て新たな世界に出会う 場。

ゾーニングダイ アグラ ム
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生駒南小学校・ 生駒南中学校整備事業 基本設計・ 実施設計業務

２ 配置計画

②

③

①

鳥観②プロ ムナード 東口 ③協創ひろば（ 将来整備）①プロ ムナード 南口

メ イ ングラ ウ ンド
サブグラ ウ ンド

プロ ムナード

協創ひろば
（ 将来整備）

車両動線
・ 西側は来訪者用、 業者用の車両動線

南コ ミ セン

南コ ミ セン・ 協創ひろばと の連携

プロ ムナード
・ 地域の方がいつでも 利用でき る
・ プロ ムナード 沿いは多世代が利用

でき る 遊具・ 運動器具を配置

サブグラ ウ ンド
・ 休日・ 放課後は地域に開放
・ 地域の公園と し て日常的に利用

し やすい環境づく り

業者運用動線
・ 機械室、 給食室等を西側に配置

機械室

給食 学童

TP113.2

TP117.6

TP118.1

TP121.2

N

ｻﾌ゙ ｸﾞ ﾗｳﾝﾄﾞ

ﾌ゚ ﾛﾑﾅー ﾄﾞ

舗装
・ 舗装のラ イ ンは、 外観と 調和する

曲線の波紋形状で構成

サブアリ ーナ
メ イ ンアリ ーナ
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生駒南小学校・ 生駒南中学校整備事業 基本設計・ 実施設計業務

3 -1 -① 外観デザイ ン 校舎棟

１ ． 基本方針

• 生駒山の山並みと 調和する 森のよ う な学び舎と する こ と で、 地域に親し ま れる
学校と する 。

• 校舎のプラ ンに合わせた有機的な形状のテラ ス や、 樹木形状の耐震フ レ ーム 、
仕上げをアース カラ ーと する こ と で、 森のよ う な外観デザイ ンを実現する 。

• 敷地のレ ベル差（ 南北で4.0ｍ） を活かし た、 段丘形状の校舎と し 、 ラ ンド ス
ケープと 一体的な景観を形成する 。

２ ． 外装計画

• 周囲の景観に馴染みつつ、 南生駒のシンボルと なる 外観デザイ ン【 地域性】

• 中長期的な美観を維持し やすく 、 更新し やすい素材を選定【 清掃・ 更新性】

• ZEB-ready相当の省エネ性能の確保【 省エネ】

【 外壁】

• 窯業系サイ ディ ングと し 、 周辺景観の色合いになじ みやすいセメ ント 調の材質
と する 。

【 屋上】

• RCス ラ ブ＋アス ファ ルト 系塗膜防水と する こ と で、 シーム レ ス な防水層を構成
し 、 改修時も 塗り 重ねでの対応が可能な計画と する 。

① 北側プロ ムナード から のアイ レ ベル

■キープラ ン 1/2000

段丘形状と する こ と で
ラ ンド ス ケープと 一体的な景観形成

有機的なテラ ス 形状と
樹木形状の耐震フレ ーム

①

▲前回提示パース

校舎棟と サブアリ ーナを繋げ
伸びやかな外観計画と する 。
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生駒南小学校・ 生駒南中学校整備事業 基本設計・ 実施設計業務

3 -2 外観デザイ ン アリ ーナ

１ ． 基本方針

• アリ ーナは合理的な箱型形状と し つつも 、 低層部と 高層部を分節する こ と で、
圧迫感を低減し 、 校舎やラ ンド ス ケープと も 調和する 外観計画と する 。

• メ イ ンアリ ーナは軽やかな屋根形状と する こ と で、 周辺への圧迫感を低減。

• サブアリ ーナはサブグラ ウ ンド に対し て開放的なデザイ ンと する 。 ま た、 校舎
棟と 同様に耐震性と デザイ ン性を兼ねた樹形フレ ームを 採用する こ と で、 校舎
と アリ ーナの一体感のある 外観計画と する 。

２ ． 外装計画

• 周囲の景観に馴染みつつ、 南生駒のシンボルと なる 外観デザイ ン【 地域性】

• 中長期的な美観を維持し やすく 、 更新し やすい素材を選定【 清掃・ 更新性】

• ZEB-ready相当の省エネ性能の確保【 省エネ】

【 メ イ ンアリ ーナ】

• 外壁： 吹付塗装と する こ と で、 砂ぼこ り など汚れが目立ちにく い計画と する 。

• 屋根： 金属屋根と する こ と で、 漏水のリ ス ク を軽減し つつ、 メ ンテナンス コ ス
ト を抑えた計画と する 。

【 サブアリ ーナ】

• 外壁： １ 階レ ベルはRC、 2階レ ベルは窯業系サイ ンディ ング＋水平ガラ ス と す
る 。 外周を回る 樹形フレ ームは耐震性の向上や大開口を 支える 役割を持ち、 構
造デザイ ンと 外観デザイ ンの整合のと れた計画と する 。

• 屋根： 金属屋根（ 縦葺き ） と する こ と で、 3/100の勾配で水平性のある 大屋根
と なる よ う 計画。 東から 西への片流れと し 、 メ イ ンと なる 東面には竪樋のない
計画と する 。

①メ イ ンアリ ーナ外観

②サブアリ ーナ外観

連続する ス ラ ブラ イ ン
で一体的なデザイ ンを
実現

大開口を設ける こ と で
サブグラ ウ ンド と の
一体利用を促進

校舎棟から 連続する
樹形フレ ーム

■キープラ ン 1/2000

①
②

ハイ サイ ド ラ イ ト
で採光を確保

RC＋吹付塗装

窯業系サイ ディ ング

ハイ サイ ド ラ イ ト
で採光を確保

ECP＋吹付塗装

連続する ス ラ ブラ イ ン
で一体的なデザイ ンを
実現
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